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生存圏データベース全国国際共同利用専門委員会
1.共 同利用施設および活動の概要
「生存圏データベース」は、生存圏研究所が蓄積 して きたデータの集大成 で、材鑑調査
室が収集す る木質標本データ と生存圏に関する さま ざまな電子デー タとがある。材鑑調査
室では1944年以来収集 されてきた木材標本や光学プレパ ラー トを収蔵 ・公開 してい る。ま
た、大気 圏か ら宇宙圏、 さらには森林圏や人間生活 圏にかかわ るデータを電子化 し、イ ン
ターネ ッ ト上で公開 してい る。 これ ら生存圏に関す る多種多様な情報を統括 し、全国 ・国
際共同利用の中の一形態であるデー タベース共同利用 として管理 ・運営 を行なっている。
1.1材鑑調査室
材鑑調査室は、1978年に国際木材標本室総覧に機 関略号KYOwとして正式登録 されたこと
を契機 に1980年に設立 され、材鑑や さく葉標本の収集 をは じめ、内外の大学、研究所、諸
機 関との材鑑交換 を行なっている。現有材鑑数は18233個(178科、1131属、3617種)、永
久プ レパ ラー ト数は9619枚にのぼ り、わが国では森林総合研究所に次 ぐ第2の 規模 である。
生存圏研究所 に特徴的なもの として、古材 コレクシ ョン(400点)がある。これ らは指定文化
財建造物の修理 工事において生 じる取替え古材 を文化財所有者や修理事務所 の協力に基づ
き、系統的 に収集 したものである。実験試料 として破壊試験 を行 な うことができる我が国
唯一のコレクシ ョンであ り、木の文化 と科学に寄与す る様々な研究テーマに供 されている。
また木材 の組織構造観察 にもとつ く樹種 同定を通 して、昨今耐震改修の進む歴史的な建造
物 の部材毎の樹種 や、木彫像 を初め とす る文化財の樹種のデータベース化を進めている。
収集 している古材コレクションの一例(左)、生存圏バーチャルフィール ド:世界の木材、
歴史的木材、木製品の展示ならびに顕微鏡観察コーナ、情報端末をそなえる(右)。
2008年の改修 により、管理室 と見学スペースを分離す ると同時に、生存圏データベース
共同利用の拠点設備 として生存圏バーチャル フィール ドを開設 した。現在は、法隆寺五重
塔心柱、祇 園祭船鉾車輪をは じめ数多 くの文化財級の部材や工芸品を展示 し、年間1000名
に達する見学者 に随時公 開 している。 さらに、2009年には増加す る歴史的建造物資料を保
管す るため小屋裏倉庫 を設 け、柱材や梁などの大型古材や文献 ・書籍 などを収納 している。
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1.2電子データベース
生存圏データベースの.環 として、研究成果 にもとついて蓄積 してきた電子情報にもと
つ く以下のよ うな種々のデー タベー スをこれ まで に公 開 してきた。宇宙圏電磁環境デー
タ:1992年に打 ち上げ られ地球周辺の宇宙空間を観測 し続けているGEOTAIL衛星から得 ら
れた宇宙圏電磁環境に関す るプ ラズマ波動スペ ク トル強度の時間変化デー タ。 レーダー大
気観測データ:過 去20年以上にわたってアジア域最大の大気観測 レーダー として稼働 して
きたMUレーダーをはじめとす る各種大気観測装置で得 られた地表か ら超高層大気 にかけて
の観測デー タ。赤道大気観測データ:イ ン ドネ シアに設置 されている赤道大気 レーダーで
取得 された対流 圏及び下部成層圏における大気観測デー タと電離 圏におけるイ レギュラ リ
ティ観測デー タを含む関連の観測データ。 グローバル大気観測デー タ:全 球気象デー タ(ヨ
ー ロッパ 中期気象予報セ ンターの再解析デー タ と気象庁作成 の格子点データ)を自己記述
的でポータビ リテ ィの高いフォーマ ッ トで公 開。木材 多様性データベース:材 鑑調査室が
所蔵す る木材標本な らび に光学プ レパ ラー トの情報を、また 日本産木材データベースでは
日本産広葉樹の木材組織の画像 と解剖学的記述 を公 開。植物遺伝子資源 データ:植 物の生
産す る有用物質(二次代謝産物)とその組織 間転流や細胞内蓄積に関与す る と考 え られ る膜
輸送遺伝子に焦点 を絞 り、有用な遺伝子のEST解析 を行ない、その遺伝子の情報 を集積。
木質構造データ:大 規模木質構造物 ・木橋等の接合方法や伝統木造建築 の構造特性 な どの
観点か ら、国内の主たる木質構造について、接合部 などの構造データ、建物名や建築年代、
使用樹種な どのデータを集積。担子菌類遺伝子資源データ:第 二次世界大戦以前 よ り収集
されてきた希少 な標本試料(木材腐朽性担子菌類の乾燥子実体標本;写 真 も含まれ る)の書誌
情報や生体試料 の遺伝子情報を収集。
これ ら以外 にH23年度 より、所内外の研究者の方々から生存 圏に関わる以下のデータベ
ースの提供 を受 けて公 開 してい る。南極 点基地オー ロラ観測データ:南 極点基地で撮像 し
たオー ロラ全天画像のデータベース。静止衛星雲頂高度 プロダク ト:静止気象衛星の赤外
輝度温度観測か ら推定 した、雲頂高度および光学的厚 さに関す るデータベース。アカシア
大規模造林地気象データベース:2005年よ りイ ン ドネ シア南スマ トラ島のアカシア大規模
造林地においてお こなわれてい る地上気象観測データ。
これ ら電子データベースは、http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/から公開 している。
膿嚢 覇灘騰
図繍灘 灘縣 轟難羅纂懸
馨 灘灘綴翼 灘 羅 晦 羅羅輿鞭 灘亨墜灘孟
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2.共 同利用 研究 の成 果
① 全 国大学 間ネ ッ トワー ク:北 海 道 大学 、東 北大 学、東京 大 学 、森 林総 合研 究所 、京都
大学 、九州大 学 が参加 して、国 内に所蔵 され る材 鑑 のデ ー タベ ー ス化 とネ ッ トワー ク
化 を推 進 して い る。本 年度 は特 に、北海 道 大学 と震 災で被 害 を受 けた東 北 大学 の標 本
整 理 を支援 した。北海 道 大学 、東 北 大学 、な らび に京 都 大学 の コ レクシ ョンについ て
は、生存 圏デ ー タベー ス サイ トか ら全木材 標 本 が検 索可能 とな り、材鑑 調 査室 の見 学
用 サ イ トも新設 した。 また名 古屋 大 学が新 たに グル ー プ に参加す る こ ととなっ た。
② 木 材標 本採 集会:森 林 総合 研 究所 が 中心 とな り推 進す る国産樹 種採 集 会 を4年 前 か ら
全 国共 同利 用研 究 の一 つ と して行 なって い る。今 年度 は上 半期 に熊 本県 、下半期 に東
京 都 奥多摩 を中心 と した地域 で標 本採 集 を行 な った。参加 者 の専 門 は、木材 学 のみ な
らず 、植 物 学 、歴 史 学、考 古学 、年 輪学 と広 く、学 際 的な雰 囲気 の 中、採集 の ノ ウハ
ウ、植 物分 類 学 の基 礎 、植 生 と気 候 区分 な どを学 ぶ貴 重 な機 会 となっ てい る。
③ 中 国産 木材 解剖 学 大成:約8千 種 ともい われ る中国産材 か ら有用 な1000種を扱 った
中 国木 材 に 関す る集 大成 が完 成 間近 で あ る。京都 大 学 と南京林 業 大学 の研 究者 の協 力
の も と、 日、英 、 中3ヶ 国語 に よる解 剖 学 の書籍 の 出版 を予定 してい る。
④ 樹 種識 別講 習会:大 学 院生 な らび に学部 生 を対象 に、解剖 学 の基礎 講 義 に加 えて寺社
等 で の実地 サ ンプ リン グ ・同定 作業 の体 験 プ ログ ラム。本 年度 は財 団法人 角屋保 存 会
な らび に社 寺建 築株 式会 社 奥谷組 の ご協 力 を得 て、文 化財 建 築物 と修復 に携 わ る工房
の見 学会 を実施 した。樹種 同定 を通 して人 と木 とのかか わ りを調 べ る文理 融合 的 な研
究 を推 進す る若 手研 究員 の育成 を 目指 してい る。
3.共 同利用 状況
平成19年 度 か ら23年 度 にか けての共 同利 用状 況 につ いて は、以 下 の通 りで あ る。
材鑑調査室6766
887660
共同利用者数*(学 内32,学外35)(学内31,学外35)
電子データベー1,789,1525,328,2546,340,06613,890,93749,710,485
スへのアクセス9,170GB50,065GB197,654GB240,608GB163,082GB
*共 同利用者数 は各課題 の研究代表者 と研究協力者 の延べ人数
4.専 門委員会の構成及び開催状況(平 成23年度)
専門委員会は、所外委員9名[鈴木三男(東北大)、中島英彰(NIES)、藤井智之(森林総研)、
船 田良(東京農工大)、村 田健史(NICT)、中村卓司(極地研)、堀之内武(北海道大)、斎藤幸恵
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(東大 ・農)、高部圭司(京大 ・農)]と所 内委員4名[塩 谷雅人 、杉 山淳 司、小嶋浩嗣、橋 口浩之]、
お よび海外 委員1名[金 南勲(江原大,韓 国)]からなってい る。平成23年 度の委員会 は平成24
年2.月29日10時か ら開催 され、平成23年 度の活動報告、平成24年 度生存圏デー タベース(材
鑑調 査室)共同利 用 申請課題 の選考な どについて論議 を行な った。
5.特 記 事項
①2011年12.月に大 学 問木 材標 本 ネ ッ トワー クの活 動 の一貫 と して 、生存 圏研 究所 デー
タベ ー スサ イ トか ら北海 道大 学 な らび に東 北大 学 の所蔵材 鑑 が検 索 で き るよ うにな
った。 ま た2012年1月 に は東 京大 学農 学部 森林 植物 学教 室所 蔵 の2万 点 に及 ぶ未整
理標 本 の電 子化 を支 援す べ く検 討 会 を開催 した。
② バ ーチ ャル フィール ド内の展 示資 料 の整 備 に着 手 した。特 に注 目度 の高い9項 目につ
いて新 しい パネ ル を作成 した。 ま た関連 の 内容 につい て、見 学者 がモバ イル 端末 か ら
検 索 で きるシ ステ ム を構 築 して公 開 した(2011年12月)。
③ 電 子デ ー タベー ス と して、新 た に南極 点基 地 オー ロラ観 測 デー タ、静止 衛 星雲頂 高度
プ ロダ ク ト、 アカ シア大 規模 造林 地気 象デ ー タベー ス を追加 した。
④ 材鑑 調 査室 の共 同利 用研 究 に関 わっ て以 下の よ うな成果 が上 が って い る.
・ 博 士論 文:松 尾 美幸 、ColorChangeofLignocellulosicMaterialsduringNatural
AgingandHeatTreatment(2012)
・ 日本文 化財 科学 会奨 励論 文 賞:水 野 寿 弥子 ほか 、シ ンク ロ トロ ン放射 光X線 トモ グ
ラフ ィー(SRX-raypCT)を用 い た木質 文化財 の樹種識 別(2011年6月)
・ 「日本 有用樹木 誌 」(著書):伊 東 隆夫 ほか(海 青 社 、2011年7月発行)
蹴㈱ へ 幽
・/木 材躰 鵬 デー タベー ス
11!ζ ・ 検索は矢印をク
リ。ク下さい。
2012・ レ北海道大学 農学研究院
レ東北大学 植物園
レ森林総合研究所
レ京都大学 生存圏研究所
'暢
・。サ 宇治キャンパス見学の際、また材
鑑調査室見学の際には以下のサイ
"レ 宇治キャンバスの木
レ材鑑■査室の紹介
,・'-2。 、2。、、軌 大デー タ公開.イン
デックス再構築。
ア ー20111227コンテンツ追加。
の　 ぜむけレれ 　　ヨもノト チヤル
.ノ ・・一ルド関連・ンテンツ追瓜一20111220北大木材デ ター公開。
-20111219インデックス酉嬉策、新汚
貴重な学術 ・研究資料として、北海道大学、東北大学、森林総合研究所、東京Copyright:京都大学生存圏研究所
大学、名古屋大学、京都大学、九州大学の関連機関で木材標本ネットワー クの バイオマス形態情報分野
構築を進めています。
新 しい材鑑 の大学 問ネ ッ トワー クペー ジの立ち上 げ。
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